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令和３年の登校日も今日で最

後でした。年末年始家族との時

間を有効に過ごし、年明けには

新たな気持ちで元気よく登校し

て欲しいものです。 

この１年間、保護者の皆様、

地域の皆様には南小学校の教育

活動に御理解と御協力をいただ

き、感謝申し上げます。令和４

年もよろしくお願いいたします。  

 「ちから山」大ピンチ  

南小学校の子供たちや卒業生

の「こころのふるさと」である

「ちから山」が大ピンチです。

三島市が遊具の業者に毎年依頼

する定期点検で「使用不可」と

いう判定を受けてしまいました。

三島市として別の業者にも見て

いただいたところ、やはり「使

用不可」という判断になったそ

うです。それを受けて、12 月

６日（月）から「ちから山」は

立ち入り禁止としました。 

今後どうするかについては、

PTA 本部役員、地域の皆様と学

校とで話し合い、三島市と相談

していきます。早速 PTA 本部

役員、学校評議員の皆様とは昨

日（12月 23日（木））に第１

回目の話合いをもち、御意見を

いただきました。 

・できるだけもとどおり、子供た

ちが遊べる施設に改修したい。 

・お金が掛かるならば、遊具とし

てではなく、記念の山として残

す方がいいのではないか。 

・子供たちの安全第一で考えまし

ょう。 

・なだらかな山にしてはどうか。 

・経費として必要なお金は卒業生

や地域の皆様に寄付を募ろう。 

・クラウドファンディングはでき

ないか 

・新聞広告を出してはどうか。 

 等様々な意見が出されました。 

  昨日大筋でまとまったのは、

「遊具としての「ちから山」で

はなく、山としての形態は残し、

安全に子供たちが登れる展望台

のような物にしてはどうか。そ

うするためにはどの位の予算が

掛かるか市と相談していく。」  

ということでした。しかし、こ

れはあくまでも昨日の段階での

方針で、どれだけの経費が掛か

るかによって変更する可能性が

あります。 

  「ちから山」は南小の子供で

あればみんな土管をくぐったり、

すべり台を滑ったり、鎖を持っ

て登ったりして楽しく遊んだ経

験がある「こころのふるさと」

です。大きな楠とともに、いつ

でも南小の子供たちを見守って

くれる南小のシンボル的存在で

す。卒業して大人になってから

も南小に遊びに来た時に、「ち

から山」を見ると懐かしい気持

ちやほっとする気持ちになった

方はたくさんいらっしゃるので

はないでしょうか。校長の私自

身、昭和 60年に新規採用教員

とし南小に赴任し、子供たちと

鬼ごっこをして一緒に走り回っ

たものでした。（今思えば柵の

ない周りの道を走るのですから

よくやったなと冷や汗が出る思

いがします。）卒業アルバムに

掲載するクラスや学年の記念写

真を「ちから山」の階段で撮る

のが定番となっています。 

次回の学校だより「ちから山」

で「ちから山」ができた経緯等

を御紹介します。 

   レパートリー発表会実施  

  12 月 10 日（金）にレパー

トリー発表会を行いました。コ

ロナの影響で、演奏する６年生

の間隔を広くした関係で、体育

館に入れたのは引き継ぐ５年生

と各家庭一人の保護者のみとさ

南小児童のこころのふるさと「ちから山」大ピンチ、レパートリーは繋がる！ 



せていただきました。昨年３か

月の臨時休業があり、引き継ぐ

期間が短く、今年の６年生はと

ても苦労しました、しかし、夏

休みや学期中の昼休みも繰り返

し練習し当日は立派な演奏

をすることができ、南小学校の

伝統を守ることができました。

練習を見守ったり付き合ったり

してくださった保護者の皆様も

たくさんいると思います。あり

がとうございました。 

  レパートリーも「ちから山」

と同じで、南小学校のもう一つ

のこころのふるさとではないで

しょうか。「ドナウ河のさざな

み」のメロディーは卒業生なら

いつでも思い出せるのではない

でしょうか。レパートリーは今

年で 58年目を迎えました。以

前は１組「トルコ行進曲」２組

「ドナウ河のさざなみ」３組「小

フーガト短調」４組「ファラン

ドール」と、クラスごとに異な

る曲を演奏していました。現在

は、学年全体で「ドナウ河のさ

ざなみ」を演奏しています。 

  演奏の様子は、南小学校のブ

ログに動画で掲載しています。

保護者の皆様には、パスワード

を連絡メール２で既にお知らせ

しています。また、この様子は

１月 17 日（月）にケーブルテ

レビ「トコチャンネル静岡」の

「トコちゃんワイド」という番

組で放送されます。是非御覧に

なってください（この日は５年

生への引継式も行われました）。 

  ＧＩＧＡ研講師招聘  

 11 月 15日（月）に、静岡大

学の准教授を招聘し、「１人１台

端末環境での情報モラル教育の指

導法」と題して講演会を開きまし

た。クイズあり、演習ありの楽し

く為になる講演会でした。お話し

ていただいた内容は南小学校の研

究に生かしていきたいと思います。 

内容を少し紹介します。導入の

クイズです。皆さんはコンビニ、

歯科医院、美容院のどれが一番多

いと思いますか。少し考えてくだ

さい。コンビニと思った方が多か

ったのではないでしょうか。実は

一番多いのは美容院（約24万店）、

次に歯科医院（約７万）、一番少

ないのがコンビニ（約５万6,000

店）だそうです。よく見掛けるも

のが多いように思う「思い込み」

こそヒューマンエラーを生むとい

う話しでした。また、携帯やスマ

ホで次の五つをされて嫌な順に並

べるということをやってみました。 

・すぐに返信がない 

・なかなか会話が終わらない 

・自分が一緒に写っている写真を

公開される 

・話をしている時にケータイ・ス

マホを触っている 

・知らないところで自分の話題が

出ている 

 家族みんなで順番を決めてみて

ください。みんな順番が違うので

はないでしょうか。自分が嫌だと

思わないことを他の人はとても嫌

だと感じている場合があるのでト

ラブルになるというお話でした。 

 最後にゲームをやめられない子

への指導ということで試してみる

とよい五つの方法を教えてくださ

いました。 

・あと５分でゲーム機を○○にし

まいなさい。 

・今日、何時間やっていたのかな？ 

・あと何分でやめられそう？ 

・早く止めたら○○できるよ。 

・「蛍の光」をＢＧＭとして流す。 

 御家庭で試してみてはいかがで

しょうか。 

明日から冬

休みです。ゲ

ームのやり過

ぎで昼夜が逆

転することが

ないことを願っています。また、

タブレット（iPad）も持ち帰り

ます。ルールを守って使える様、

御家庭でも見守りや御指導をお

願いします。 


